
株式会社 東海技研

ＣＯ２削減の取組み

環境基本方針

株式会社東海技研は、脱炭素社会・循環型社会を目指した取り組みとして、地球環境に配慮し
た生産工程を構築することにより持続可能な社会の発展に貢献します。

代表者ご挨拶

弊社は、エネルギー利用の最適化、再生可能エネルギーの使用等により、カーボンニュート
ラルに向けた活動を行ってまいります。

株式会社東海技研のカーボンニュートラル宣言

弊社は、CO2排出量を2030年に2022年度比で42.0%削減し、2050年までにｶｰﾎ ﾝ゙ﾆｭｰﾄﾗﾙを目指します。

現状

2022年度実績

弊社の排出量調査は
㈱ウェイストボックスの
監修を受けた十六銀行
によるもので、GHGﾌ ﾛ゚ﾄ
ｺﾙの基準を満たしたも
のであります。

削減目標

777.86t-co2/ 年

（※）RE100達成にはScope2を2030年までに60％削減

451.16t-co2/ 年
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排出原因

今後の取組み

■省エネルギー・再エネルギー活動

弊社では、日々の省エネ活動に取り組んでまいります。

1 工場照明のＬＥＤ化
2 エアコンコンプレッサーの負荷バランス調整による省電力化
3 社用車のハイブリッドカー導入
4 高効率モーターを使用した工作機械への置き換え
5 太陽光発電システムの増設

上記の改善活動を実施し、生産設備、原動力の徹底した省エネ・ 節電活動を推進しております。
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S B Tイニシアチブの認定取得

株式会社東海技研は、今年度新たに設定した二酸化炭素排出削減目標に関して、
ＳＢＴ（Science B ased Targets)イニシアチブより科学的な根拠がある水準として
認められ、中小企業版として承認されました。

C O 2排出量削減目標
Scope1とScope2のG H G排出量を2022年の基準年から2030年までに42% 削減し、
将来的にはScope3の排出量を測定して削減する。

S B T i (S cien ce B ased  T arg ets in itiative)とは
SB Tiは、CD P、W R I、W W F、U N G Cによって2015年に設立された国際的なイニシアチブで、パリ協定※ が求め
る水準と整合した温室効果ガス削減目標に対して、科学的根拠に基づいているかの検証を行い、認定を付与して
います。
※ 世界の気温上昇を産業革命前より2℃を十分に下回る水準に抑え、また1.5℃に抑えることを目標とする。
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